

























































































分⼦変換反応の開発を⽬的とし、ルイス酸性⾦属触媒による N-O 結合および N-S 結合の開
裂を伴う転位反応の利⽤に焦点を当てた反応開発を⾏なった。本⼿法の特徴である中間体
の反応性を利⽤した設計により、既存の⽅法では合成の難しい有機分⼦への変換反応を開
発した。さらに触媒的転位により調整が必ずしも容易でない化学種を発⽣させ、反応性中間
体として活⽤することで、本⼿法が新規転位反応の開発においても有効であることを実証
した。 
 この先、基盤となる転位反応の創出とともに新たな中間体の反応性を活かした設計によ
り、更なる新規分⼦変換反応が確⽴されることを期待する。 
 
